
  

　
寒
く
な
る
と
、
救
急
出
動
件
数
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
寒
さ
や
冬
場
に
活
発
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に

よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
の
不
調
が
起
こ
り
や
す
く
な

る
か
ら
で
す
。 

　
高
血
圧
を
例
に
挙
げ
る
と
、
朝
、
起
き
抜
け
は
心
臓

が
多
く
の
血
液
を
全
身
に
送
っ
て
体
に
エ
ン
ジ
ン
を
か

け
よ
う
と
す
る
た
め
、
血
圧
が
高
め
に
な
り
ま
す
。
血

管
が
収
縮
し
、
血
流
が
悪
く
な
る
冬
場
は
さ
ら
に
負
担

が
か
か
る
た
め
、
血
圧
が
上
が
り
や
す
く
な
る
の
で
す
。 

　
ま
た
、
冬
の
脱
衣
所
や
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
は
急
激

な
温
度
差
に
よ
る
血
圧
の
急
上
昇
を
起
こ
し
や
す
い
た

め
、
室
温
に
も
気
を
配
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 
  

 

　
国
内
で
は
、
毎
日
百
人
近
く
の
人
が
心
臓
疾
患
に
よ

る
突
然
死
で
亡
く
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
多
く

は
、
心
臓
が
突
然
震
え
出
し
、
ポ
ン
プ
機
能
が
失
わ
れ

る
「
心
室
細
動
」
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（Autom

ated External D
efibrillator

）
と

は
、
日
本
で
は
自
動
体
外
式
除
細
動
器
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
心
室
細
動
に
な
っ
た
と
き
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
て
、
正
常
な
状
態
に
戻
す
医
療
機
器
で
す
。 

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
は
医
療
行
為
に
当
た
り
、
従
来
は
医

師
お
よ
び
医
師
の
指
示
の
下
に
看
護
師
、
救
急
救
命
士

が
使
用
で
き
、
一
般
市
民
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
一
般
市

民
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
一
一
九
番
通
報
し
て
か
ら
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す

る
ま
で
平
均
六
分
程
か
か
り
、
心
肺
停
止
時
に
は
、
そ

の
場
に
居
合
わ
せ
た
家
族
や
同
僚
な
ど
の
迅
速
な
除
細

動
と
心
肺
蘇
生
が
不
可
欠
な
の
で
す
。 

　
今
後
、
消
防
本
部
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
と
と

も
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
の
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
市
消
防
本
部
へ
ど
う
ぞ
。 
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